
 

大
会
宣
言 

  

民
生
委
員
は
百
年
を
超
え
る
歴
史
の
う
え
で
、「
よ
き
隣
人
」
と
し
て
、
地
域
住
民
の
相
談
相
手
と
な
り
、

必
要
な
支
援
へ
の
「
つ
な
ぎ
役
」
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。 

 

こ
の
よ
う
な
な
か
、
令
和
四
年
十
二
月
の
一
斉
改
選
に
お
い
て
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
全
国
の
定

数
は
初
め
て
二
十
四
万
人
を
超
え
ま
し
た
。
さ
ら
に
本
年
は
、
平
成
六
年
一
月
に
創
設
さ
れ
た
主
任
児
童

委
員
制
度
が
創
設
三
十
周
年
の
節
目
を
迎
え
た
年
で
も
あ
り
ま
す
。 

今
日
、
社
会
環
境
の
変
化
や
、
災
害
が
相
次
い
で
起
き
る
な
か
、
全
国
各
地
で
誰
も
が
つ
な
が
り
支
え

合
い
な
が
ら
、
笑
顔
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
や
、

こ
ど
も
家
庭
庁
の
創
設
を
は
じ
め
と
し
た
新
た
な
こ
ど
も
政
策
が
す
す
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

私
た
ち
民
生
委
員
・
児
童
委
員
一
人
ひ
と
り
が
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
を
振
り
返
り
、
民
生
委
員
が
児
童

委
員
を
兼
ね
て
い
る
「
意
義
」
と
「
価
値
」
を
再
認
識
す
る
と
と
も
に
、
地
域
の
つ
な
が
り
を
高
め
て
い

く
た
め
に
、
こ
れ
か
ら
も
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
し
て
、
常
に
住
民
に
寄
り
添
い
、
幅
広
い
関
係
者
と

連
携
し
な
が
ら
、
活
動
の
さ
ら
な
る
充
実
・
強
化
を
図
り
ま
す
。 

 

本
日
、
第
十
回
宮
崎
県
民
生
委
員
児
童
委
員
大
会
を
開
催
す
る
に
あ
た
り
、
私
た
ち
は
強
い
決
意
の
も

と
、
次
の
と
お
り
宣
言
し
ま
す
。 

 

一
、
同
じ
地
域
に
住
む
人
び
と
が
孤
立
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
日
々
の
見
守
り
や
相
談
活
動
を
重
ね
る

と
と
も
に
、
関
係
機
関
と
さ
ら
な
る
連
携
強
化
を
図
り
、
地
域
共
生
社
会
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す 

 

一
、
わ
が
国
の
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
育
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
子
ど
も
の
権
利
と
育

ち
を
守
り
、
子
育
て
家
庭
が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
、
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す 

 

一
、
全
国
の
災
害
被
災
地
の
人
び
と
や
、
そ
こ
で
活
動
す
る
民
生
委
員
・
児
童
委
員
へ
の
支
援
を
引
き
続

き
行
う
と
と
も
に
、
災
害
に
備
え
た
平
常
時
か
ら
の
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す 

 

一
、
基
本
的
人
権
へ
の
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
人
権
啓
発
に
関
す
る
活
動
に
積
極
的
に
協
力
し
、
人

権
を
尊
重
し
た
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す 

 

一
、
広
く
社
会
に
対
し
民
生
委
員
・
児
童
委
員
制
度
の
周
知
を
図
り
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
活
動
、
主

任
児
童
委
員
活
動
に
関
す
る
正
し
い
理
解
の
浸
透
と
協
力
の
拡
大
に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す 

   
 
 

 

令
和
六
年
二
月
二
十
六
日 

第
十
回
宮
崎
県
民
生
委
員
児
童
委
員
大
会 


